









The interrogation posed by the ‘bitterness’ of the last section of
The Laughter of Bergson
Yumiko NAKAMURA　
Abstract
 The Laughter of Bergson finishes by a strange tone of ‘bitterness’, which is literally 
the last word of the book and this last section of the book seems to include the interrogation 
that overpasses the whole theory of The Laughter. 
 Following the evolution of the concept ‘good sense’ from The Laughter to Two 
Sources of Morality and Religion, this article intends to clarify how the interrogation and 
the anticipation included in the last section of The Laughter is certainly related to and 
developped, after 32 years, in the theory of ‘good sense’ in Two Sources.
 That will be, reversely, to see what aspects the last section of The Laughter foregrounds 
in the social theory of Two Sources.
 Finally, we will find the ‘last response’ to the “indefinable pessimism” of the last 
section of The Laughter, in philosopher’s appeal toward the mankind found in the last 
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（impertinent défi）である。」（R., 387  強調ベルクソン）
　ベルクソン自身は，その「こしゃくな挑戦
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ジ ェ ス ト
振りである。そこで社会は単なる身振りでこれに応ずることになる。笑いとは
そんなもの，いわば社会的身振り









Waseda Global Forum No. 8, 2011, 183－209
を罰する《社会的身振り》である。
　笑いの対象の核心にあるこの《ぎこちなさ》を，ベルクソンはまた「生きたも
0 0 0 0
のにかぶせられた機械的なもの
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
」（du mécanique plaqué sur du vivant）（R., 405  強
調ベルクソン）とも呼ぶ。ベルクソンは，こっけいな人物のうちに，状況に合
わせて観念を作るのではなく，あくまで「自分の考えを追及する
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
」《自動現象》
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えを追及する人物
0 0 0 0 0 0 0 0
，他人が絶えず遮るにもかかわらず常に自分の考えにたちも
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けに抵抗するには十分強力な，記憶力の恵まれた資質が位置している。良識（bon 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
sens）あるいは実際的な勘（sens pratique）は，多分これにほかならないだろう
00 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 0 0 000000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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われわれの利益のためでさえあるのだ。
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。」
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（後略）」の強調部分），一般
性（「人類は不動性へと向かい
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別ある人々が，普通に実生活においてとっているところの，最も穏健な，極端か
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
らは遠い意見に従って，自分を導くということであった。
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（quelque 
chose de moins spontané et de plus amer），笑う者が自分の笑いを考えれば考える
ほどますますはっきりしてくるなんともいえない悲観論の兆し
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個人に対しては意気を消沈
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
させるようなものに対する，社会に対してはこれを解体させるようなものに対
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
する，自然の防御的反作用である。
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られた機械じかけ（un mécanisme monté en nous）の作用に過ぎない
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 000 0 0 0 0 000 0 0 0 0 000 0 0 0 0 0 0 0 0
。笑いは，まっ




































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
一つの星である
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べきものにしている
0 0 0 0 0 0 0 0 0
ことはやはり真実であり，
































































マ シ ニ ス ム
械主義が，戦争本能と逆の方向を取っ
たことを指摘してはいる。すなわち，「ずっと後で機
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避）に貢献しうる要素として認識され位置づけられることになる。
　「たえず増大する安楽への欲求，娯楽の渇望，ぜいたくへのきりのない






知っている。」（D. S., 1233  強調ベルクソン）
　結語も近い箇所でベルクソンは，この《単純な生活》について，「神秘的直感






























うか，ということである。」（D. S., 1245  強調筆者）
　『二源泉』を結ぶ文字通り最後の言葉である「神々をつくるための機械である
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［注］
　本論において，ベルクソンの著作の引用については，下記の略号で，Henri Bergson: 
OEuvres, édition du centenaire, Paris, P. U. F., 1959の頁付けを用い，（略号，頁数）と表記する。
M. M. Matière et Mémoire
R., Le Rire
E. C. L’Evolution créatrice
D. S., Les Deux Sources de la Morale et de la Religion
　なお，和訳については，『ベルグソン全集』（全六巻）白水社，の各巻の訳にもとづく。
（ 1） Henri Bergson: Le Rire, Présentation par Frédéric Worms, Quadrige/PUF, 2007, p. 12
（ 2 ）  前注のヴォルムスのカドリージュ版『笑い』の解説においては，『笑い』の社会論が，
『二源泉』の社会論への一つのステップになっていることは指摘されているが，《良識》
の概念をめぐっての両者の間の進化についての考察は無い。
（ 2） bis Henri Bergson: Mélanges, P. U. F. 1972, p. 360
（ 3 ）  中村弓子『心身の合一　ベルクソン哲学からキリスト教へ』，東信堂，2009年，p. 64-
p. 151
（ 4 ） 上掲書，p. 71-72
（ 5 ）  René Descartes: Discours de la Méthode, Texte et commentaires par Etienne Gilson, quatrième 
édition, Vrin, 1967, p. 22  強調筆者
（ 6） Gilbert Maire: Bergson, mon maître, Editions Bernard Grasset, 1935, p. 156
（ 7 ） Ibid., p. 222
（ 8 ） Ibid., p. 157
（ 9 ） 注（1）参照
（10） 注（3）参照






（14）  筆者は，本論以前にすでに「ベルクソンにおける《良識》（bon sens）の概念について」
（中村弓子『受肉の詩学』みすず書房，1995年，p. 1-p. 29）という良識論を発表して
いるが，この論は，『物質と記憶』周辺の初期のベルクソンの良識論が，『形而上学入
門』（1903年）でベルクソンの直観論が確立するまでの触媒の役割を果たしている側
面を考察したものであり，本論と問題意識を全く異にしている。

